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連鎖する緑との共生
－斜面緑地帯におけるコモンズの再考－
SYMBIOSIS WITH CHAINED GREEN





　Investigating and studying how green and architecture can coexist with the theme of the slope green area 
remaining in the slope city Tokyo. The survey was conducted in the Akabane west area, where the green area of 
the slope was left, and investigated the state of green and architecture on the slope area in that area, and how the 
boundary between green and architecture was considered from the cross section. From these surveys, we designed 
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・「パーマカルチャー菜園入門」/ 設楽清和 / 家の光協
会
・「東京農業クリエイターズ」/ 小野淳 / イカロス出版
・「食の安全と環境「気分のエコ」にはだまされない」
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５．終章
　地域に隠された緑は連鎖していくことで地域の共有
資源となり、新たなコモンズを再考するきっかけとな
る。さらに、この関係性が次の時代にも継承されてい
くことで斜面緑地帯は保護され、人と人を結ぶような
地域の重要な居場所へなっていくと考えている。
俯瞰からみる斜め壁　（模型写真）
都市の連鎖
一階平面図　
斜面露地栽培で収穫された野菜や果物は食堂で提供される
食堂
配置計画
角度をつけることで多様な緑の自生を促す
p 1
p 2
周辺住民周辺住民
斜面緑地帯
周辺住民
公園
p 1
p 1
p 1
学校
